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佐 井 村 村 民 憲 章

１ ． 学 ぶ 意 欲 を も ち 、 知 性 と 良 識 の

あ ふ れ る 村 を つ く り ま す 。

１ ． 健 康 と 安 全 を 心 が け

明 る く 楽 し い 村 を つ く り ま す 。

１ ． 勤 労 を 喜 び 、 力 を 合 わ せ て

豊 か な 村 を つ く り ま す 。

１ 。 自 然 を 守 り 、 人 を 愛 し

心 や さ し い 村 を つ く り ま す 。

１ ． 心 身 と も に 健 全 な 子 の 育 つ

暖 か い 家 庭 と 村 を つ く り ま す。
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こうなごの出荷で賑わう浜



元
気
に
帰
つ
て
き
て
ね
り
‥

佐
井
小
児
童
が
サ
ケ
の
稚
魚
を
放
流

五
月
八
日
、
古
佐
井
川
上
流
で

佐
井
小
学
校
二
年
生
と
六
年
生
の

五
十
九
名
が
、
サ
ヶ
の
稚
魚
七
十

万
匹
を
放
流
し
ま
し
た
。

児
童
は
、
大
畑
地
方
水
産
業
改

良
普
及
所
の
職
員
か
ら
「
サ
ケ
の

一
生
」
と
題
し
た
水
産
教
室
で
サ

ケ
の
生
態
を
学
ん
だ
あ
と
、
河
原

に
出
て
バ
ケ
ツ
に
入
っ
た
サ
ケ
を

静
か
に
放
流
し
「
四
年
後
に
大
き

く
な
っ
て
帰
っ
て
き
て
ね
」
と
願

い
な
が
ら
匸
兀
気
に
泳
ぐ
稚
魚
に

別
れ
を
惜
し
ん
で
い
ま
し
た
。

佐
井
村
漁
協
で
は
、
今
回
の
放

流
と
合
わ
せ
て
、
今
春
古
佐
井
川

に
二
百
六
万
三
千
匹
を
放
流
し
て

い
ま
す
。

＝
今
月
の
表
紙
＝

今
年
も
来
た
ソ

ー・

こ
う
な
ご
漁
に
大
わ
ら
わ

昨
年
は
記
録
的
な
水
揚
げ
と

な
っ
た
こ
う
な
ご
が
、
ま
た
今
年

も
浜
を
沸
か
せ
て
い
ま
す
。

夜
に
な
る
と
集
魚
灯
を
つ
け
た

船
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
繰
り
出

し
、
暗
い
海
に
光
の
模
様
を
描
い

て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
浜
で
は
捕
っ
て
き
た
ば

か
り
の
こ
う
な
ご
を
釜
で
ゆ
で
る

作
業
が
次
々
と
行
わ
れ
ま
す
。

た
だ
、
残
念
だ
っ
た
の
が
お
天

気
で
漁
期
に
雨
の
囗
が
続
い
た
た

め
、
干
す
こ
と
が
で
き
な
い
日
も

あ
っ
た
と
か
。

来
年
の
豊
漁
を
願
い
つ
つ
、
今

年
の
漁
は
六
月
中
旬
ま
で
続
き
ま

す
。

村の中での話題、できごと、

情報などをお待ちしています。

佐井村役場企画調整課広報担当

までどうぞ。

ａ３８



便
利
さ
に
慣
れ
て
忘
れ
る

犬
の
こ
わ
さ

佐
井
村
消
防
団
定
期
観
閲
式

五
月
十
九
日
、
佐
井
村
消
防
団

（
横
浜
松
雄
団
長
）
の
日
頃
の
訓

練
の
成
果
を
発
表
す
る
定
期
観
閲

式
か
、
ア
ル
ザ
ス
周
辺
を
会
場
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
団
員

の
ほ
か
川
目
婦
人
消
防
協
力
隊
や

福
浦
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
な
ど
約
二

百
名
が
参
加
。

佐
井
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏

に
よ
る
観
閲
者
の
入
場
に
始
ま
り
、

部
隊
整
列
す
る
団
員
の
姿
勢
や
機

械
器
具
の
点
検
、
勇
壮
な
纏
振
り

演
技
、
息
の
合
っ
た
ポ
ン
プ
操
法
が

続
々
と
披
露
さ
れ
、
な
か
で
も
川

目
婦
人
消
防
協
力
隊
の
消
火
演
技

や
、
福
浦
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
の
消

火
栓
操
法
が
き
び
き
び
と
演
じ
ら

れ
る
と
、
来
賓
や
観
客
か
ら
盛
ん

な
拍
手
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
し
お
さ
い
橋
通
り
で
は

毅
然
と
し
た
分
列
行
進
、
桟
橋
で

は
分
団
ご
と
に
本
番
さ
な
が
ら
の

一
斉
放
水
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。

表
彰
を
受
け
た
み
な
さ
ん

○
消
防
庁
長
官
表
彰

永
年
勤
続
功
労
章

第
六
分
団

分

団

長

大

坂

隆

○
青
森
県
知
事
表
彰

永
年
勤
続
功
労
章

本

団

部

長

大

石

光

範

第
一
分
団

団

員

工

藤

勘

一

第
六
分
団

班

長

大

石

勲

第
七
分
団

副
分
団
長

山

本

幸

治

第
七
分
団

団

員

田

中

孝

一

前
第
八
分
団

団

員

高

橋

昭

利

前
第
八
分
団

団

目
］

坂

井

照

幸

第
八
分
団

団

員

竹

内

榮

一

〇
日
本
消
防
協
会
長
表
彰

功
績
章

本

団

副

団

長

島

野

芳

丈

勤
続
章

第
六
分
団

分

団

長

大

坂

隆

第
六
分
団

副
分
団
長

大

石

光

明

前
第
六
分
団

部

長

滝

本

清

昭

前
第
七
分
団

分

団

長

田

中

忠

弘

前
第
七
分
団

部

長

内

藤

久

志

現
場
功
労
章

佐
井
村
消
防
団
第
七
分
団

勤
功
章

第
二
分
団

団

目
］

岡

本

秀

雄

第
二
分
団

団

員

宮

野

順

一

永
年
勤
続
章
二
十
五
年
以
上

本

団

部

長

大

石

光

範

第
一
分
団

団

員

工

藤

勘

一

第
六
分
団

班

長

大

石

勲

第
七
分
団

副
分
団
長

山

本

幸

治



第
七
分
団

団

員

田

中

孝

一

前
第
八
分
団

団

員

高

橋

昭

利

前
第
八
分
団

団

目
］

坂

井

照

幸

第
八
分
団

団

員

竹

内

榮

一

永
年
勤
続
章
二
十
年
以
上

本

団

副
分
団
長

宮

川

尚

第
一
分
団

部

長

磯

川

富

勝

第
一
分
団

団

員

川

岸

広

第
二
分
団

団

員

岡

本

正

行

第
三
分
団

班

長

佐

藤

信

夫

第
三
分
団

班

長

佐

藤

修

逸

第
三
分
団

団

目一

木

部

正

樹

第
四
分
団

班

長

舘

脇

勝

義

第
四
分
団

団

員

舘

脇

義

則

第
四
分
団

団

目
Ｉ

舘

脇

信

義

第
四
分
団

団

目
Ｉ

中

村

久
美
義

前
第
四
分
団

団

員

舘

脇

達

夫

第
六
分
団

部

長

内

田

昇

治

第
六
分
団

団

員

池

田

三

男

第
七
分
団

団

員

柳

田

勇

市

第
七
分
団

班

長

田

中

憲

吉

第
八
分
団

班

長

竹

内

彦

三

第
八
分
団

団

員

船

越

幸

夫

第
八
分
団

団

員

中

西

孝

徳

永
年
勤
続
章
十
五
年
以
上

第
六
分
団

団

員

内

田

靖

第
七
分
団

班

長

田

中

豊

衛

第
七
分
団

団

員

田

中

春

美

第
八
分
団

団

員

船

越

誡

永
年
勤
続
章
十
年
以
上

第
一
分
団

団

員

菊

池

正

第
七
分
団

団

目
］

越

膳

弘

行

第
八
分
団

団

目
］

中

西

洋

一

〇
青
森
県
消
防
協
会

む
つ
下
北
支
部
長
表
彰

優
良
団
員
章

本

団

副
分
団
長

｛
呂

川

尚

第
三
分
団

部

長

松

本

正

一

第
四
分
団

班

長

舘

脇

勝

義

第
五
分
団

副
分
団
長

横

浜

仁

第
六
分
団

部

長

内

田

昇

治

○
佐
井
村
長
表
彰

感
謝
状
贈
呈
（
永
年
勤
続
退
団

者
）
前

本

団

分

団

長

松

谷

勇

助

三
十
九
年
勤
続

前
第
四
分
団

団

目
］

舘

脇

達

夫

二
十
年
勤
続

前
第
五
分
団

団

員

田

中

睦

男

十
九
年
勤
続

前
第
六
分
団

部

長

滝

本

清

昭

三
十
一
年
勤
続

前
第
七
分
団

分

団

長

田

中

巾
ご

弘

三
十
一
年
勤
続

前
第
七
分
団

部

長

内

藤

久

志

三
十
一
年
勤
続

前
第
八
分
団

団

員

高

橋

昭

利

二
十
五
年
勤
続

前
第
八
分
団

団

員

坂

井

照

幸

二
十
五
年
勤
続

感
謝
状
贈
呈
（
消
防
協
力
者
）

中

村

春

雄

古
佐
井

う
め
子

平
成
七
年
十
月
十
四
日
県
道
カ

モ
シ
カ
ラ
イ
ン
で
発
生
し
た
車
両

火
災
を
早
期
発
見
に
よ
る
。

工

藤

篤

青
森
市

同

早
期
通
報
、
消
火
協
力
に

よ
る
。

人

権

擁

護
委

員

制

度
を

ご
存
知

で

す

か
？

六
月
一
日
は
、
人
権
擁
護
委

員
法
が
施
行
さ
れ
た
日
で
す
。

い
じ
め
、
体
罰
、
不
登
校
児

な
ど
子
ど
も
を
め
ぐ
る
人
権
問

題
が
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
次
代
を
担
う
子

ど
も
の
人
権
を
積
極
的
に
擁
護

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
こ

で
、
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合

会
で
は
、
「
子
ど
も
の
人
権
を

守
ろ
う
」
「
『
い
じ
め
』
を
し
な

い
・
さ
せ
な
い
・
見
逃
さ
な
い

Ｉ

」
を
啓
発
活
動
重
点
目
標

に
掲
げ
、
積
極
的
な
啓
発
活
動

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

で
は
、
六
月
一
日
を
「
人
権
擁

護
委
員
の
囗
」
と
定
め
、
こ
の
日

を
中
心
と
し
て
皆
さ
ん
と
と
も
に

一
層
の
人
権
思
想
の
啓
発
に
努
め

る
こ
と
を
申
し
合
わ
せ

て
い
ま

す
。佐
井
村
で
は
、
村
長
か
ら
推
薦

さ
れ
て
、
法
務
大
臣
が
委
嘱
し
た

次
の
人
権
擁
護
委
員
が
い
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

○
山
本

正
（
⑩
卜
二
六
六
⊃

○
三
戸

重
一
（
⑩
卜
二
四
三
六
）

○
佐
々
木
寛
昭
（
⑩
匚
二
二
七
六
）

永
年
の
活
動
に
対
し
、
山
本
委

員
は
「
仙
台
法
務
局
長
賞
」
、

ま
た
、
三
戸
委
員
は
「
青
森
地

方
法
務
局
長
賞
」
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。



お知らせ

コーナー

お
待
た
せ
し
ま
し
た

野
菜
無
人
市

六
月
中
旬
よ
り
開
催

昨
年
、
安
く
て
新
鮮
と
好
評

だ
っ
た
野
菜
の
無
人
市
が
、
今
年

も
川
目
地
区
と
大
佐
井
地
区
で
開

催
さ
れ
ま
す
。

場
所
や
時
間
等
は
次
の
と
お
り

で
す
の
で
、
ぜ
ひ
利
用
く
だ
さ
い
。

○
川
目
無
人
市

（
川
目
ほ
ほ
え
み
生
活

改
善

グ

ル
ー
プ
）

・
場
所

川
目
集
落
内

（
県
道
カ

モ
シ
カ
ラ
イ
ン
沿
い
）

荒
川
政
勝
さ
ん
宅
前

・
時
間

毎
週
火
・
木
・
土
開
催

午
前
九
時
～
午
後
四
時

○
ア
ル
ザ
ス
前
無
人
市

（
下
北
農
協
佐
井
支
所
婦
入
部
）

・
場
所

ア
ル
ザ
ス
前
（
し
お
さ

い
橋
通
り
）

・
時
間

毎
週
月
・
水
・
金
開
催

午
前
八
時
半
～
午
後
四

時

共
同
店
舗
勉
強
会

の
お
知
ら
せ

商
工
会
で
は
、
佐
井
村
に
共
同

店
舗
建
設
の
計
画
を
進
め
て
き
ま

し
た
が
、
今
後
も
共
同
店
舗
に
つ

い
て
の
勉
強
会
を
行
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

つ
き
ま
し
て
は
共
同
店
舗
に
興

味
の
あ
る
方
、
勉
強
し
て
み
よ
う

と
思
う
方
を
全
村
民
か
ら
募
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
の
で
ご
希
望
の

方
は
商
工
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
佐
井
村
商
工
会
三
八
－

二
二
七
〇

車

両

系

建

設

機

械

運

転

技

能

講

習

の

実

施

に

つ

い

て

出

稼
労

働

者

対

象

の
車

両

系

建

設

機

械

運

転
技

能

講
習

の
受

講

者

を

募

集

し

て

い

ま

す

。

こ

の

講

習

は

、
小

型

車
両

三

ト

ン
未

満

）
、
車
両
（
三

ト

ン
以

上

）

系

建

設

機

械

運

転

技

能

講

習

の
二

種

類

が

あ

り

、

県

が

出

稼
労

働

者

の
雇
用

機

会

の

拡
大

及

び
労

働

安

全

の

確

保

を

図

る
た

め

、
受

講
料

を

県

で

負

担

し

て

実

施

し

ま

す

。

日

時

、

場

所

、
受

講

資

格

な

ど

の
詳

し

い
こ

と

は

、

住

民

福
祉

課

住

民

係

に

お

問

い
合

わ

せ

く

だ

さ

い
。

扇

風

機

は

使

用

前

に

必

ず

自

己

点

検

を

／

そ
ろ
そ
ろ
扇
風
機
が
活
躍
す
る

季
節
。
安
全
に
使
う
た
め
、
十
分

な
点
検
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
羽
根

の
回
転
や
モ
ー
タ
ー
部
の
熱
、
二

オ
イ
や
音
な
ど
に
異
常
が
あ
っ
た

ら
次
の
チ
ェ
ッ
ク
を
。

・
プ
ラ
グ
が
抜
け
て
な
い
か

・
タ
イ
マ
ー
ツ
マ
ミ
が
「
切
」
に

な
っ
て
い
な
い
か

・
ガ
ー
ド
が
変
形
し
て
い
な
い
か

・
ガ
ー
ド
や
羽
根
の
取
り
付
け
が

ゆ
る
ん
で
い
な
い
か

そ
れ
で
も
異
常
が
あ
れ
ば
、
発

煙
・
発
火
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の

で
、
す
ぐ
に
プ
ラ
グ
を
抜
い
て
使

用
を
中
止
し
て
く
だ
さ
い
。
再
使

用
の
際
に
は
必
ず
販
売
店
等
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

あ

な

た

の

声

が

道

づ

く

り

に

生

か

さ

れ

ま

す

。

渋
滞
、
高
速
道
路
、
身
の
回
り

の
道
に
つ
い
て
発
言
し
て
み
ま
せ

ん
か
？
道
に
対
す
る
意
見
を
「
二
十
一

世
紀
の
道
を
考
え
る
委
員
会
」
ま

で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

建
設
省
の
諮
問
機
関
で
あ
る
道

路
審
議
会
で
は
、
「
二
十
一
世
紀

の
道
を
考
え
る
委
員
会
」
（
森
地

茂
委
員
長
（
東
京
大
学
教
授
）
）

を
設
け
、
こ
れ
か
ら
の
道
づ
く
り

に
つ
い
て
広
く
み
な
さ
ん
の
意

見
、
提
案
を
求
め
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
提
案
の
仕
方
な
ど

を
紹
介
し
た
「
キ
ッ
ク
オ
フ

ー
レ

ポ
ー
ト
」
を
希
望
者
の
方
に
差
し

上
げ
て
い
ま
す
。

「
キ
ッ
ク
オ
フ

ー
レ
ポ
ー
ト
」

で
は
渋
滞
、
高
速
道
路
、
身
の
回

り
の
狭
い
道
な
ど
の
重
要
な
テ
ー

マ
を
紹
介
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー

マ
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
方
の
考

え
方
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

あ
な
た
が
共
感
す
る
考
え
方
や

自
由
な
意
見
・
提
案
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

「
キ
ッ
ク
オ
フ

ー
レ
ポ
ー
ト
」

を
入
手
し
た
い
方
は
左
記
ま
で
お

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

・
建
設
省
東
北
地
方
建
設
局

青

森
工
事
事
務
所

調
査
第
二
課

昔
○
一
七
七
－

二
二
－

二
三
七
九

（
内
線

四
五
四
）

・
青
森
県
庁

道
路
建
設
課

登
○
一
七
七
－

二
二
―
一
一
一
一

（
内
線

四
二
五
九
）



交毋だより

佐 井 村

交通安全母の会

佐

井

小

学

校

で

交

通

安

全

教

室

四
月
三
十
日
、
佐
井
小
学
校
で

交
通
安
全
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
は
じ
め
に
野
宮
部
長
か
ら
全

校
児
童
に
講
話
が
あ
り
ま
し
た
。

体
育
館
の
大
き
な
時
計
を
指
差
し

な
が
ら
、
秒
針
が
ぐ
る
っ
と
一
回

り
す
る
間
に
日
本
中
の
ど
こ
か
で

交

通
事
故

が
一
件
発
生
し
て
い

る
、
と
い
う
こ
と
を
き
い
て
子
ど

も
達
は
真
剣
に
話
に
耳
を
か
た
む

け
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
一
・
二
年
生
は
多
目

的
ホ
ー
ル
に
移
り
、
紙
芝
居
を
見

な
が
ら
、
特
に
雨
の
日
の
安
全
歩

行
に
つ
い
て
学
び
、
交
通
安
全
母

の
会
々
員
の
手
づ
く
り
の
信
号
機

や
車
を
つ
か
っ
て
、
廊
下
を
道
路

に
し
て
信
号
の
見
方
、
安
全
確
認
、

横
断
の
仕
方
な
ど
を
練
習
し
ま
し

た
。
次
に
道
路
に
出
て
の
実
地
練

習
で
す
。
い
つ
も
は
ふ
ざ
け
て
い

る
子
ど
も
達
も
、
今
日
は
先
生
や

母
の
会
の
お
母
さ
ん
達
が
大
勢
い

る
の
で
神
妙
な
顔
付
き
で
す
。
仲

町
で
は
連
休
中
で
通
過
す
る
車
も

多
く
、
賍
停
車
中
の
車
も
あ
っ
て

歩
く
の
に
大
部
手
間
ど
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

三
年
生
以
上
は
視
聴
覚
室
で
ビ

デ
オ
を
見
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
校
庭
に
出
て
、
自
転

車
の
正
し
い
乗
り
方
、
交
差
点
の

通
り
方
、
手
信
号
な
ど
に
つ
い
て

野
宮
部
長
か
ら
指
導
を
受
け
ま
し

た
。
み
ん
な
一
生
懸
命
や
り
ま
し

た
。
母
の
会
一
同
は
、
佐
井
小
の

児
童
は
大
丈
夫
だ
な
と
確
信
し
ま

し
た
。
交
通
事
故
を
無
く
す
る
の
は
思

い
や
り
の
心
で
す
。
ど
ん
な
に
道

路
や
車
が
良
く
な
っ
て
も
運
転
す

る
人
、
歩
く
人
が
自
分
勝
手
を
し

て
い
た
ら
事
故
は
無
く
な
り
ま
せ

ん
。お
互
い
に
や
さ
し
い
思
い
や
り

の
心
を
も
っ
て
、
佐
井
村
か
ら
交

通
事
故
を
無
く
し
た
い
も
の
と
思

い
な
が
ら
小
学
校
を
後
に
し
ま
し

た
。

新
入
学
児
童
対
象
の

交
通
安
全
家
族
会
議
に
つ
い
て

母
の
会

金

沢

弘

子

四
月
十
日
、
磯
谷
地
区
の
五
十

嵐
寛
昭
君
の
家
を
訪
問
し
ま
し

た
。
寛
昭
君
の
家
は
、
ひ
い
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
、
祖
父
母
、
父
母
、
姉

の
七
人
家
族
で
す
。
お
父
さ
ん
も

お
母
さ
ん
も
免
許
を
持
っ
て
お

り
、
以
前
に
も
ら
い
事
故
の
経
験

が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

話
の
中
で
、
子
ど
も
の
自
転
車

の
二
人
乗
り
や
飛
び
出
し
が
目
立

ち
、
非
常
に
危
な
い
と
の
声
が
ド

ラ
イ
バ
ー
か
ら
聞
え
て
く
る
そ
う

で
す
。
観
光
シ
ー
ズ
ン
に
入
る
と

観
光
バ
ス
や
観
光
客
の
車
が
猛
ス

ピ
ー
ド
で
走
り
、
バ
イ
ク
族
が
何

台
に
も
連
な
っ
て
走
っ
て
く
る
の

で
子
ど
も
達
の
事
故
が
一
番
心
配

と
の
こ
と
で
し
た
。
常
に
危
険
が

伴
う
通
学
路
な
の
で
車
に
気
を
つ

け
な
が
ら
お
姉
さ
ん
と
一
緒
に
学

校
に
通
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

子
ど
も
達
に
は
、
い
つ
も
急
に

道
路
へ
飛
び
出
さ
な
い
よ
う
に
、

ま
た
自
転
車
に
乗
っ
た
時
で
も
同

じ
よ
う
に
注
意
を
し
、
毎
日
の
生

活
の
中
で
く
り
返
し
交
通
安
全
に

つ
い
て
話
し
合
い
の
場
を
持
ち
、

命
の
大
切
さ
を
教
え
て
い
き
た
い

と
話
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
お

父
さ
ん
も
毎
日
車
で
仕
事
に
出
か

け
る
の
で
安
全
運
転
に
は
日
頃
か

ら
気
を
つ
け
て
い
る
そ
う
で
す
。

寛
昭
君
、
こ
れ
か
ら
も
車
に
気

を
つ
け
て
元
気
に
学
校
に
通
っ
て

ね
が

五
十
嵐
さ
ん
の
家
族
の
み

な
さ
ん
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

６ 月１日現在

交通事故死ゼ囗

４
，
６０１
日



春

の
交

通

安

全

運

動

に

参

加

し

て

母
の
会
野

宮

秀

子

今
回
、
初
め
て
母
の
会
の
お
手

伝
い
を
す
る
機
会
を
得
て
感
じ
た

事
を
二
、
三
述
べ
た
い
と
思
い
ま

す
。
○
こ
の
時
期
は
天
候
の
悪
い
日
が

多
く
、
傘
を
さ
す
と
つ
い
う
つ
む

き
が
ち
に
な
る
の
で
、
曲
が
り
角

で
は
き
ち
ん
と
傘
を
あ
げ
て
左
右

を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
風
の
強
い
雨
の
囗
は
傘

が
飛
ば
さ
れ
そ
う
に
な
り
、
か

え
っ
て
危
険
に
な
る
こ
と
も
あ
る

の
で
特
に
通
学
路
に
ま
だ
慣
れ
て

い
な
い
新
入
生
は
フ
ー
ド
つ
き
の

合
羽
な
ど
の
方
が
安
全
と
思
わ
れ

ま
す
。

○
あ
ま
り
交
通
量
が
多
く
な
い
道

路
で
は
子
ど
も
達
は
油
断
し
が
ち

で
道
幅
に
広
が
っ
て
歩
く
姿
が
見

ら
れ
た
の
で
、
と
っ
さ
に
車
が
来

た
時
は
危
険
な
た
め
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

○
狭
い
十
字
路
で
十
分
減
速
し
な

い
ま
ま
右
・
左
折
す
る
車
が
見
ら

れ
ま
し
た
。
通
行
人
の
方
に
ふ
く

ら
ん
で
し
ま
う
の
で
大
変
危
険
で

す
。
ド
ラ
イ
バ
ー
の
み
な
さ
ん
に

は
十
分
注
意
し
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

○
そ
の
他
、
路
上
駐
車
な
ど
ド
ラ

イ
バ
ー
の
モ
ラ
ル
の
問
題
や
、
狭

い
道
路
で
の
大
型
車
の
十
分
な
注

意
な
ど
、
村
民
一
人
一
人
が
安
全

意
識
を
持
ち
、
交
通
事
故
防
止
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

最
後
に
春
の
交
通
安
全
運
動
期

間
中
は
お
忙
し
い
中
、
村
を
挙
げ

て
の
ご
協
力
、
大
変
ご
苦
労
様
で

し
た
。

子

ど

も

の

目

か

ら佐
井
小
学
校
四
年

田
名
部

か
な
え

私
の
母
は
、
春
と
秋
の
二
回
、

交
通
安
全
運
動
週
間
に
朝
の
街

頭
指
導
に
立
ち
ま
し
た
。
朝
の

い
そ
が
し
い
時
間
な
の
で
た
い

へ
ん
だ
な
あ
と
思
い
ま
す
が
、

私
達
の
安
全
の
た
め
な
の
で
指

導
に
立
っ
て
い
る
人
達
に
は
感

し
ゃ
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
に
父
も
車
を
運
転
す
る

し
、
こ
れ
か
ら
私
も
自
転
車
に

乗
り
ま
す
。
だ
か
ら
運
転
者
も
歩

行
者
も
気
を
つ
け
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
指
導
に
あ

た
っ
て
い
る
方
々
に
は
ご
く
ろ
う

さ
ま
の
気
持
を
こ
め
て
、
大
き
な

声
で
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」

と
言
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

平 成８ 年 度

暴走 族 追 放 運 動

一 地域ぐるみで暴走族を
追放しようー

運動の重点

１ 暴走行為を許さない世

論の醸成

２ 暴走行為をさせないた

めの環境づくり

３ 車両の不法改造の防止

スローガン

～暴走行為を しない・

させない・見に行かない～

あなたも参加 わたしもやります 交゙ 通 安全。

県内の交通事故概況
（平成８年） 青森県交通対策協議会

（ ）内は前年。累計は１月から。速報値のため後日変更することがあります。

毎月 １日 は交通安全家庭の日 １０日、２０日、３０日は交通事故ゼ 囗の日

運転は ゆったりハートに しっかりベルト



保健婦だより

「歯」はからだの

大切な一部です

～歯の健康の基本は

子ども時代に

始まります～

は

じ

め

に

歯
の
病
気
と
い
え
ば
、
誰
で
も

ま
ず
思
い
浮
か
べ
る
の
が
虫
歯
で

し
ょ
う
。
こ
と
に
子
ど
も
の
場
合
、

歯
槽
膿
漏
な
ど
歯
ぐ
き
の
病
気
が

多
く
な

る
大
人
と
違

い
、
何
と

い
っ
て
も
虫
歯
が
最
大
の
問
題
で

す
。
近
年
で
は
子
ど
も
の
虫
歯
が

ま
ず
ま
ず
順
調
に
減
っ
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
佐
井
村
で
は
幼
児

の
虫
歯
の
数
は
増
加
傾
向
に
あ

り
匸

二
歳
児
で
は
約
九
割
が
虫
歯

に
な
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

一
生
を
自
分
の
歯
で
豊
か
に
暮

ら
せ
る
か
、
否
か
。
三
歳
ま
で
の

歯
の
状
態
が
決
め
手
で
す
。

六
月
四
日
か
ら
『
歯
の
衛
生
週

間
』
が
始
ま
り
ま
す
。
こ
の
機
会

に
、
親
子
そ
ろ
っ
て
口
の
中
を
点

検
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

子

ど

も
の
虫
歯
予
防

は

ｙ

お
母

さ
ん
の
役

割

子
ど
も
は
わ
ず
か
で
も
自
我
が

芽
ば
え

る
と
、
自
分
の
わ
が
ま
ま

や
好
み
を
主
張
す
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
甘
い
お
菓
子
や
ジ
ュ
ー
ス

を
ね
だ
っ
た
り
、
ほ
し
が
っ
た
り
、

そ
ん
な
わ
が
ま
ま
を
い
つ
で
も
ど

こ
で
も
受
け
入
れ
て
い
る
と
、
さ

あ
大
変
。

子
ど
も
の
歯
の
健
康
の
た
め
の

育
児
ポ
イ
ン
ト
は
、
正
し
い
食
生

活
と
歯
み
が
き
習
慣
を
身
に
付
け

る
こ
と
で
す
。
一
度
見
直
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

哺

乳

び

ん

の

誤
っ
た

使

い

方

で

虫

歯

を

つ

く

つ
て
し

ま

う

／

一
歳
六
ヶ
月
児
の
約
五
割
が
哺

乳
び
ん
を
使
用
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
時
期
の
子
ど
も
の
虫
歯
予
防

で
最
も
大
切
な
こ
と
は
、
授
乳
時

間
を
き
ち
ん
と
守
っ
て
、
哺
乳
び

ん
を
い
つ
ま
で
も
持
た
せ
な
い
こ

と
で
す
。

授
乳
時

間
以

外
に
与
え

る

ジ
ュ
ー
ス
や
乳
酸
飲
料
に
は
、

シ
ョ
貔
が
多
く
含
ま
れ
、
強
い
酸

性
を
示
し
て
い
ま
す
。
こ
の
シ
ョ

糖
と
酸
が
化
学
反
応
を
起
こ
し
、

虫
歯
を
つ
く
る
の
で
す
。
生
え
た

ば
か
り
の
乳
歯
は
表
面
の
組
織
が

ま
だ
ま
だ
未
熟
。
長
時
間
哺
乳
び

ん
で
こ
れ
ら
の
飲
み
も
の
を
与
え

て
い
る
と
、
歯
は
侵
さ
れ
る
こ
と

間
違
い
な
し
。
特
に
就
寝
前
の
哺

乳
び
ん
使
用
に
は
注
意
し
た
い
も

の
で
す
。

お

や

つ

は

補

食

お

菓

子

は

嗜

好

品

お
や
つ
の
時
間
か
決
ま
っ
て
ぃ

な
い
人
は
、
一
歳
六
ヶ
月
児
、
二

歳
児
と
も
約
五
割
を
占
め
て
い
ま

し
た
。
虫
歯
を
防
ぐ
に
は
、
何
よ

り
も
タ
ラ
タ
ラ
と
食
べ
さ
せ
ず
、

け
じ
め
を
つ
け
て
与
え
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
子
ど
も
が
一
度
に
食

べ
き
れ
な
い
お
菓
子
を
箱
ご
と
与

え
た
り
、
飲
み
切
れ
な
い
ジ
ュ
ー

ス
の
缶
を
持
た
せ
た
り
す
る
の
は

最
も
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。

子
ど
も
は
甘
い
も
の
を
ほ
し
が

り
ま
す
が
、
同
じ
甘
い
も
の
で
も

短
時
間
で
ま
と
め
て
食
べ
、
す
ぐ

お
茶
で
も
飲
ん
で
お
け
ば
（
歯
を

み
が
く
の
が
理
想
で
す
が
）
は
る

か
に
虫
歯
に
な
り
に
く
い
の
で
す
。

年 度別 、年 齢 別 虫 歯 の状 況

～歯科検診の結果から～
Ｌ １人当たりの平均虫歯数

２。虫歯保有率

健康審査の結果 から



ｊ９９６ ６月村民カレンダー

＝教育委員会からのおしらせ＝
村 民 体 育 大 会 は「ア月１４日（日）に 開 催 し ま す。



赤十字の里づくり

検討委員会だより

（Ｎ０．６）

青
少
年
赤
十
字
に
つ
い
て
②

二
、
青
少
年
赤
十
字
の
目
的

青
少
年
赤
十
字
は
、
「
青
少
年

が
赤
十
字
の
精
神
に
基
づ
い
て
、

世
界
の
平
和
と
人
類
の
福
祉
に
貢

献
で
き
る
よ
う
、
青
少
年
自
身
が

日
常
生
活
の
中
で
、
望
ま
し
い
人

格
と
精
神
を
自
ら
形
成
す
る
こ

と
」
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

赤
十
字
精
神
は
、
特
別
な
も
の

で
は
な
く
、
だ
れ
の
胸
の
中
に
も

あ
る
人
類
愛
の
心
「
み
ん
な
同
じ

人
間
ど
う
し
」
を
「
わ
れ
、
ひ
と

と
共
に
あ
り
」
と
い
う
人
類
の
連

帯
感
に
発
展
さ
せ
、
社
会
生
活
の

あ
ら
ゆ
る
分
野
に
奉
仕
と
い
う
具

体
的
な
行
動
と
し
て
実
践
す
る
こ

と
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
考
え
方
で
世
界
の

ば
と
ん
ど
の
国
に
赤
十
字
社
が
作

ら
れ
、
活
動
し
て
い
ま
す
の
で
、

赤
十
字
の
精
神
な
ど
と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
が
、
実
は
人
間
の
心
の
中

に
だ
れ
も
が
も
っ
て
い
る
も
の
な

の
で
す
。
こ
の
心
を
青
少
年
が
自

覚
し
、
日
常
生
活
に
生
か
す
こ
と

が
、
青
少
年
の
人
格
形
成
に
役
立

ち
、
ひ
い
て
は
、
人
類
の
福
祉
に

貢
献
で
き
る
人
を
育
て
る
こ
と
に

も
な
り
ま
す
。
こ
れ
が
青
少
年
赤

十
字
の
ね
ら
い
で
す
。

三
、
青
少
年
赤
十
字
の
実
践
目
標

前
に
掲
げ
た
目
的
を
達
成
す
る

に
は
、
青
少
年
に
も
分
か
り
や
す

い
具
体
的
な
実
践
目
標
が
必
要
な

の
で
、
次
の
三
つ
が
挙
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
世
界
中
の
青
少

年
赤
十
字
に
共
通
の
も
の
で
す
。

］
生
命
と
健
康
を
大
切
に
す
る

Ｉ
健
康
・
安
全
－

凵
人
間
と
し
て
社
会
の
た
め
、
人

の
た
め
に
尽
く
す
責
任
を
自
覚

し
、
実
行
す
る

Ｉ
奉

仕
－

首
広
く
世
界
の
青
少
年
を
知
り
、

仲
よ
く
助
け
合
う
精
神
を
養
う

Ｉ
国
際
理
解
・
親
善
－

こ
れ
ら
の
目
標
に
適
し
た
活
動

は
い
ろ
い
ろ
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

学
校
の
実
情
に
即
し
先
生
と
児
童

生
徒
と
の
創
意
や
工
夫
に
よ
っ
て

計
画
、
実
践
さ
せ
て
い
ま
す
が
、

そ
こ
に
は
年
齢
・
性
格
・
地
域

性
・
興
味
・
能
力
差
な
ど
に
応
じ

た
選
択
と
工
夫
と
が
必
要
で
し
ょ

う
し
、
こ
の
た
め
の
訓
練
や
調
査

も
必
要
に
な
っ
て
く
る
場
合
が
あ

る
で
し
よ
つヽ
。

第
八
回
函
館
・
下
北

青
年
交
流
会
に
参
加

五
月
十
八
・
十
九
日
の
二
日
間

の
日
程
で
戸
井
町
が
主
催
す
る
函

館
・
下
北
青
年
交
流
会
に
佐
井
村

か
ら
五
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
交
流
会
に
は
、
函
館
・
下

北
地
域
か
ら
約
五
十
名
の
青
年
が

参
加
し
、青
年
団
活
動
の
あ
り
方
、

そ
し
て
各
町
村
の
実
態
な
ど
意
見

交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
「
ヤ
マ
セ
」

の
風

が

吹
き
肌
寒
い
天
候
で
し
た
が
、
参

加
者
全
員
で
の
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会
は
、
若
さ
あ
ふ
れ
る
熱
気
の

中
で
行
わ
れ
、
そ
の
後
函
館
市
内

に
会
場
を
移
し
落
語
家
道
落
亭
津

都
夢
氏
に
よ
る
講
話
が
行
わ
れ
、

小
話
し
や
も
の
ま
ね
に
会
場
内
は

大
き
な
笑
い
が
絶
え
ま
せ
ん
で
し

た
。ま
た
、
懇
親
会
で
は
、
自
己
紹

介
や
い
ろ
い
ろ
な
話
題
に
花
を
咲

か
せ
思
い
出
に
残
る
交
流
会
と
な

り
ま
し
た
。

最
後
に
次
期
開
催
地
函
館
市
で

再
会
す
る
こ
と
を
約
束
し
交
流
会

を
終
了
し
ま
し
た
。

簡保事業団補助
ふれあいウォークラリー大会開催

主 催 佐井村体育指導委員会

協 賛 佐井郵便局

日 時 平成８年６月２３日（日）午後１時から

スタート・ゴール 佐井郵便局前

コース ①工藤建設前折り返し （小学３年生以下）

②森林体験館前折り返し（小学４年から６年）

③川目入り囗折り返し 冲 学生以上）

申込締切 平成８年６月１４囗

刪固人、親子、グループ等参加には制限がありません。ただし、小学３年生以下の場合保

護者同伴でお願いします。参加者全員に完走賞を差し上げます。また、クイズに全問正解

しか方の中から抽選で記念品を差し上げます。尚、雨天の場合は１０月に行います。

申込先・問合せ 佐井村教育委員会社会教育課

電話叫７５－３８－４５０６



こ
ん
に
ち
は
／

社

会

福

祉

協

議

会

で
す

（
第
六
号
）

社
会
福
祉
協
議
会
会
員
募
集

及
び
会
費
納
入
に
つ
い
て

社
会
福
祉
協
議
会
の
会
員
と
は
社
会
福
祉
に
関

心
を
有
し
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
趣
旨
に
賛
同
し

入
会
さ
れ
る
方
で
賛
助
会
員
は
年
額
千
円
、
特
別

賛
助
会
員
は
年
額
三
千
円
を
納
入
し
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
納
入
さ
れ
た
会
費
は
、
地
域
福
祉
、

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
の
た
め
に
使
わ
れ
ま

す
。日
赤
奉
仕
団
員
の
方
々
が
、
会
費
納
入
の
お
願

い
に
訪
問
い
た
し
ま
す
の
で
み
な
さ
ま
の
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

＝ ご 利 用 く だ さ い ＝

交 通 事 故 重 度 後 遺 障 害 者

介 護 料 支 給 制 度

自動 車事 故対 策 セ ンター で は、

自動 車事 故 によ り頭部 又 は脊 髄 に

損 傷 を受 け、常 時 介護 を心 要 と す

る重度 後 遺障 害者 を抱 え る家族 の

精 神 的、 肉体的 、経 済的 負 担 の軽

減を図 る ため介 護料 を支給 し てお

ります。

◆受給資格者

① 自動 車事 故 に よ り脳 損 傷が 生

じ、 重度 の精 神 神経 障 害が ３月 以

上 継続 す る状 態 にあ る ため、常 時

介護 を心 要とする方。

② 自動 車事 故 に より 高位 の頚 髄

に横 断損傷 を生 じ、 四肢 体 幹 の運

動 及 び知 覚 に完 全 麻 痺が あ り、 重

度 神経 障害 が ３月以 上 継続 す る状

態 にあ る ため、常 時 介護 を心要 と

する方。

◆申 込 者

受 給資 格 者の 法定 代 理人、 又 は

受給資格者 を現 に扶養している方。

◆介護料の額

入 院している場合 日額 ４，０００円

自宅介護の場合 日額 ２，０００円

※自動 車事 故 に より、保 護 者 を亡

くさ れた 子供、 また は、 重度 後 遺

障害者（自賠責保険 の一級 ～三級）

に認定 さ れた方 の子 供 をす こや か

に育 成 す るた め に、 資金 を無 利 子

でお 貸 しす る交 通遺 児等 育 成資 金

制度 もあ ります。

お気軽 にお問合せ下さい。

口 問合せ先

〒０３０青森市大字浜田字豊田１３９－２１

自動車事故対策センター青森支所

Ｓ ０１７７（３９）０５５１

社 会 福 祉 法 人 佐 井 村 社 会 福 祉 協 議 会 会 員 規 程

設 置 平成３年４月１日 一一部改正 平成 ８年 ４月１日

（趣 旨 ）

第１条 この規程は、社会福祉法人佐井村社会福祉協議会（以下 「協議会」という 。）定款第１６条第 ３項

に基づき 、会員について規定 するものとする。

（会 員 ）

第２条 会員は、社会 福祉に関心を有し、協議会の趣旨 に賛同して 入会した者とし 、次のよう に区分 する。

（１） 賛 助会員

（２） 特別賛 助会員

２ 賛助会員 は、佐井村に住所を有する個人とする 。ただし、一世帯一 個人と する 。

３ 特別賛 助会員は、第 ３条第 １項第２号の会費を 納入した個人と する 。

（会 費）

第３条 会員 は、次の区分によって会費を納入するも のと する。
（１） 賛 助会員 年額 １，０００円

吻 特 別賛 助会員 年額 ３，０００円

（会費の納入）

第４条 会費の納入は、毎年 ６月 末日までに会費 納入書によって納入 する 。ただし、人 会当 初に限り、

入会申込書とともに会費を納入する 。
２ すで に納 入した会費は、過誤納の場合のほかは返還しないものと する。

（会費の減免）

第５条 協議会の会長は、会員に特別の 事由 があると認められたと きは、会費を 減免することができる 。

（退会、除名）

第６条 会員は 、次の場合に退会したも のと する
Ｏ

（１） 死亡、転出、または解散したとき

（陶 除名さ れたとき

２ 会員 が協議会の名誉を著しく 毀損し、またはその 趣旨 に反 した言動及 び行為があ ったとき は、理事

会の議決を経て除名することができる 。

（ 雑 則）

第７条 この規程に定めるほか、必要な 事項は会長がこ れを定める。

附 則

この規程は、平成 ８年４月ＩＥヨから施行する 。

’お 気 軽 に ご 相 談 く だ さ い 。

一
心 配 ご と 相 談 所 －

悩みや心配ごとをもつ人ならば誰でもどんな人でも相談に応じます。

例えば……『住宅改造』『家族』『財産』『苦情』『老人福祉』など

相談者の立場になって問題解決にご協力いたします。

☆相談は無料・個人の秘密は絶対守ります。

『相談日』 毎週水曜日 午後１時より午後４時まで

『場 所』 佐井村高齢者生活福祉センター【あすなろ】

共同募金運動

は本年で５０周

年を迎えます
Ｏ

今後ともよろ

しくお願いし

ます
Ｏ



税務・国民年金

情報コーナー

・税金・年金のご相談は

役場の各窓口までどうぞ

自
動
車
税
の納
期
限
は
？

七
月
一
日
は
自
動
車
税
の
納
期

限
で
す
。

納
税
は
、
お
近
く
の
銀
行
、
信

用
金
庫
、
信
用
組
合
等
の
金
融
機

関
、
郵
便
局
の
ほ
か
、
県
で
指
定

し
た
農
協
及
び
漁
協
の
窓
口
で
も

納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

納
税
貯
蓄
組
合
に
加
入
し
て
い

る
方
は
組
合
を
通
じ
て
納
め
て
く

だ
さ
い
。

【
車
検
を
迎
え
る
み
な
さ
ん
へ
】

納
税
証
明
書
（
納
付
し
た
後
の

納
税
通
知
書
は
納
税
証
明
書
に
な

り
ま
す
）
は
、
車
検
の
と
き
に
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
自
動
車
検
査

証
と
一
緒
に
大
切
に
保
管
し
て
く

だ
さ
い
。

※
納
税
通
知
書
が
届
か
な
い
場

合
や
、
自
動
車
税
に
関
す
る
ご
相

談
は
、
お
気
軽
に
む
つ
県
税
事
務

所
ま
で
。

む
つ
市
中
央
一
丁
目
一
の
八

む

っ

県

税

事

務

所

納

税

課

（
電

話

二

二
－

三

一

〇

五

）

税
務
署
の
処
分
に

不
服
が
あ
る
と
き

税
務
署
長
が
行
っ
た
処
分
に
不

服
が
あ
る
と
き
は
、
税
務
署
長
に

対
す
る
「
異
議
申
立
て
」
や
国
税

不
服
審
判
所
長
に
対
す
る
「
審
査

請
求
」
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務
署

や
仙
台
国
税
不
服
審
判
所
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

最

低

資
本

金

制

度

と
税

平
成
八
年
三
月
三
十
一
日
（
旦

ま
で
に
最
低
資
本
金
を
達
成
し
て

い
な
い
株
式
会
社
及
び
有
限
会
社

に
つ
い
て
は
、
そ
の
後
二
か
月
以

内
に
増
資
ま
た
は
組
織
変
更
の
登

記
を
し
な
け
れ
ば
六
月
一
日
玉

）

に
解
散
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
ま

す
。み
な
し
解
散
と
な
っ
た
場
合
に

は
、
み
な
し
解
散
と
な
っ
た
事
業

年
度
の
開
始
の
日
か
ら
み
な
し
解

散
の
日
ま
で
の
期
間
の
法
人
税
・

消
費
税
の
確
定
申
告
書
を
平
成
八

年
八
月
一
日
（
木
）
ま
で
に
提
出

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

平

成
八

年

分
所

得
税

の

特
別

減
税

の

あ

ら
ま
し

平
成
七
年
分
に
引
き
続
き
平
成

八
年
分
の
所
得
税
に
つ
い
て
も
、

特
別
減
税
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

【
特
別
減
税
額
】

平
成
八
年
分
所
得
税
の
一
五
％

相
当
額
で
す
。
（
最
高
限
度
額

五
万
円
）

【
特
別
減
税
の
実
施
方
法
】

①
給
与
所
得
者

原
則
と
し
て
本
年
六
月
及
び

年
末
調
整
時
に
二
回
に
分
け

て
、
給
与
支
払
者
の
も
と
で
還

付
ま
た
は
控
除
し
ま
す
。

②
公
的
年
金
等
の
受
給
者

原
則
と
し
て
本
年
一
月
か
ら

六
月
ま
で
と
、
七
月
か
ら
十
二

月
ま
で
の
期
間
の
二
回
に
分
け

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
期
間
の
最
終

の
支
給
月
に
還
付
さ
れ
ま
す

が
、
最
終
的
に
は
確
定
申
告
に

よ
っ
て
精
算
さ
れ
ま
す
。

③
事
務
所
得
者
等

事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
な

ど
が
あ
る
方
に
つ
い
て
は
、
平

成
八
年
分
の
確
定
申
告
に
よ
り

特
別
減
税
の
適
用
を
受
け
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

領

収

書

や

契

約

書

と

印

紙

税

印
紙
税
が
か
か
る
文
書
に
は
、

領
収
書
や
借
用
証
書
、
不
動
産
売

買
契
約
書
の
ほ
か
、
請
負
契
約
書
、

手
形
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が

あ
り
ま
す
。

印
紙
税
を
納
付
し
な
か
っ
た
場

合
に
は
、
そ
の
納
付
し
な
か
っ
た

印
紙
税
額
の
三
倍
に
相
当
す
る
過

怠
税
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
忘
れ

ず
に
収
入
印
紙
を
は
り
納
付
し
ま

し
ょ
う
。

・ 法 人 税 ■

①みなし解散となった場合

事業年度の開始日からみなし解散の日までの期間（３月

決算の法人の場合では、平成８年４月１から６月１日まで）

の所得金額および法人税額などについて、２か月以内（平

成８年８月１日まで）に確定申告をしなければなりません。

②清算中に事業年度が終了しか場合

清算中に事業年度が終了した場合には、終了の日の翌日

から２か月以内に、通常の法人税の申告ではなく、清算中

の所得にかかる予納申告が必要です。（最初の申告は平成

８年６月２日を始期とします） なお、清算中の所得の計算

は解散をしていない場合と同じですが、圧縮記帳や租税特

別措置法の一部の適用はありません。
・ 消 費 税 ・

法人税と同様に、事業年度開始日から解散までの期間お

よび解散の日の翌日からその事業年度の末日までの期間が

それぞれ課税期間となります。確定申告は、各課税期間の

末日の翌日から２か月以内です。



国民年金の加入のしかたは３種類

あなたはどれに

あてはまりますか？

２０歳以上６〔〕歳未満で自営業者・農林漁

業を営んでいる大 一白由業者・学生の大

など

↓
力［］入の届出は、市区町村の国民年金の

窓口へご自分でしてください。

↓
ご自分で保険料を納め、力［］大期間に応

じ 将来国民年金から 基礎年金を受けま

す。

● 保 険 料 の 額 ダ

月 額 １２，３００円 （Ｕ ８四 額）

この額は、物価にスライドして毎年改定されます。

● 保 険 料 は必 ず 納 め ま し ょう

満額の年金を受けるには、２０歳から６０歳までの４０年間保

険料を納めなければなりません。

しかし、経済的な理由などから、どうしても保険料が納

められないときは届出や申請をすると保険料が免除される

ことがあります。くわしくは、国民年金の窓口までお問い

合わせください。

サラリーマンや公務員などで厚
生年金や共済組合に加入している
人。

↓
加入の届出は、本人に代かつて
勤務先の事業所が行います。

↓
国民年金の保険料については、
加入している制度が負担します。
そして、加入期間に応じ将来国民
年金と厚生年金などから合わせた
年金を受けることになります。

厚生年金や共済組合の力［］入者に

扶養されている配偶者（サラリー

マンの奥さんなど）で、２０歳以上６０

歳未満の人。

↓
加入の届出は、市区町村の国民

年金の窓口へご自分でしてくださ

い。

↓

保険料をご自分で納める必要は

ありません。夫の加入している制

度が負担し 、将来は国民年金から

基礎年金を受けることになります。

●日本国内に住所のある６０歳以上

６５歳未満の人

●老齢（退職）年金の受給者で６〔〕

歳未満の人

●海外に在住している２０歳以上６５

歳未満の人

辜

受給資格が不足している人や、

年金額を 増やしたい人で上に該当

する人は希望によって第１号被保

険者とし て力［］人することができま

す。



Ｄ「．吉岡の

健康談話室（第１２回）

自

分

の

身

体

は

自

分

で

守

る

／
’

昨
年
の
糖
尿
病
教
室
で
「
医
者

を
信
用
す
る
な
」
と
い
う
こ
と
を

述
べ
た
ら
参
加
さ
れ
て
い
た
方
々

は
笑
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

ま
ん
ざ
ら
冗
談
を
言
っ
た
わ
け
で

は
な
く
、
本
気
の
部
分
も
大
い
に

あ
り
ま
し
た
。

医
者
で
も
学
校
の
成
績
と
同
じ

よ
う
に
得
意
な
科
と
不
得
意
な
科

が
あ
る
の
で
す
。
医
学
部
で
は
全

て
の
科
を
勉
強
し
て
き
て
、
知
識

と
し
て
は
平
均
化
さ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
人
間
、
興
味
の
あ

る
部
分
も
あ
れ
ば
、
興
味
の
な
い

部
分
も
あ
る
わ
け
で
す
。
指
先
の

器
用
な
人
も
あ
れ
ば
、
不
器
用
な

人
も
あ
り
ま
す
。
性
格
的
に
落
ち

着
き
の
な
い
人
も
い
ま
す
し
、
非

常
に
冷
静
な
人
も
い
ま
す
。

始
末
が
悪
い
の
は
、
医
者
の
中

に
は
自
分
の
不
得
意
な
部
分
が
自

分
で
分
が
ら
ず
に
、
知
ら
な
い
う

ち
に
患
者
さ
ん
の
不
利
益
と
な
っ

て
い
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
で
す
。

す
ぐ
に
患
者
さ
ん
の
命
に
か
か

わ
ら
な
い
こ
と
が
多
い
の
で
、
患

者
さ
ん
自
身
も
医
者
を
信
じ
て
い

ま
す
か
ら
分
か
ら
な
い
で
い
る
こ

と
が
多
い
の
で
す
。
そ
の
場
で
命

に
か
か
わ
ら
な
く
て
も
、
生
活
の

質
、
生
命
予
後
を
考
え
る
と
非
常

に
良
く
な
い
こ
と
で
す
。

か
と
い
っ
て
、
い
ろ
ん
な
病
院

を
渡
り
歩
く
こ
と
は
も
っ
と
治
療

が
中
途
半
端
で
終
わ
っ
て
し
ま
う

可
能
性
が
高
い
。
で
は
ど
う
す
れ

ば
よ
い
の
か
。
ま
ず
自
分
の
病
気

が
何
な
の
か
知
っ
て
ほ
し
い
。
そ

し
て
、
掛
か
り
つ
け
の
医
者
に
納

得
の
い
く
ま
で
質
問
す
る
こ
と
こ

と
で
す
。
検
査
を
し
た
ら
デ
ー
タ

を
紙
に
書
い
て
も
ら
う
の
も
い
い

で
し
ょ
う
。
薬
の
内
容
と
副
作
用

に
つ
い
て
紙
に
書
い
て
も
ら
う
の

も
、
現
在
保
険
で
認
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
か
ら
忙
し
く
な

い
か
ぎ
り
書
い
て
も
ら
え
る
で

し
ょ
う
。
自
分
の
病
気
が
ど
の
程

度
の
状
態
で
ど
の
よ
う
に
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
さ
れ
て
い
る
か
を
知
っ
て

く
だ
さ
い
。

糖
尿
病
の
方
に
は
、
糖
尿
病
手

帳
を
お
渡
し
し
て
い
ま
す
か
ら
分

か
り
や
す
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
佐
井
診
療
所
に
掛

か
っ
て
い
る
方
々
に
多
い
病
気
を

挙
げ
て
、
自
分
で
の
管
理
の
し
か

た
を
示
し
ま
し
ょ
う
。
（
医
者
の

手
の
内
を
見
せ
る
よ
う
で
や
り
に

く
い
の
で
す
が
）

①

糖

尿

病

コ

ン

ト

ロ

ー
ル

の

良

い
人

は

一

上

一
ヵ

月

に

一

回

程

度

の

採

血

で

良

い

で

し

ょ

う

。

コ

ン

ト

ロ

ー

ル

の
悪

い
人

は

出

来

れ

ば
半

月

に

一

回

の
採

血

が

必
要

で

す

。

コ

ン

ト

ロ

ー

ル

の

良

し
悪

し

は

ど

の

よ
う

に

決

め

る

の

か

が

ポ

イ

ン

ト

で

す

。
尿

糖

、
空

腹

時

血

糖

、

『

呻
Ｈ

、
コ
び
淞
｛

冖
の
四

つ

の

デ
ー

タ

を

参

考

に

し

て

く

だ

さ

い

。

尿

糖

は

、

常

に

マ

イ

ナ

ス

で

な

く

て

は

な

り

ま
せ

ん

。

プ

ラ

ス
だ

と

い
う

こ

と

は
血

糖

が

一

八

〇
以

上

の

時

が

あ

る

こ

と

に

な

り

ま

す

。空

腹

時

血

糖

（
『

回

』

は

、

一
四

〇
以

下

に

な

る

よ
う

に
し

て

く

だ

さ

い

。
七

〇

以

下

に

な

る
よ

う

な
と

き

は

、

低

血

糖

に

な

る
可

能

性

が
あ

り

、

薬

の
減

量

が
必

要

に

な
り

ま

す

。

勺
応
Ｈ

は

最

近

二

週

間

の

コ

ン

ト

ロ

ー
ル

が
ど

の
程

度

だ

っ
た

か

を

表

し

ま

す

。
三

二

〇
以

下

に

な

る
よ

う

に

し

て

く

だ

さ

い
。

コ
ご
淞
｛

・

は

、

最

近

一

～

二

ヵ

月

の
コ

ン

ト

ロ

ー
ル

が
ど

の
程

度

だ

っ
た

か

を

表

し

ま

す

。

七

・
〇

以

下

に

な

る
よ

う

に

し

て

く

だ

さ

い

。以

上

の

デ

ー

タ
を

総

合

的

に

考

え

れ

ば

、

糖

尿

病

の

コ

ン

ト

ロ

ー

ル

が
ど

の

よ

う

に

な

っ

て

い
る

の

か
が
見
え
て
く
る
は
ず
で
す
。

何
の
症
状
が
な
く
て
も
眼
科
を

年
に
一
回
受
診
し
て
、
糖
尿
病
の

影
響
が
出
て
い
な
い
か
を
診
て
も

ら
っ
て
く
だ
さ
い
。
年
に
一
回
程

度
の
腎
機
能
の
採
血
も
必
要
で

す
。尿
た
ん
ぱ
く
が
プ
ラ
ス
の
人
は

も
う
少
し
頻
繁
に
腎
機
能
の
採
血

検
査
が
必
要
で
す
。

②

高

血

圧

血
圧
が
一
五
〇
／
九
〇
以
下
に

な
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
七

五
歳
以
上
の
人
は
も
う
少
し
ル
ー

ズ
に
考
え
て
も
い
い
で
す
。

塩
分
摂
取
ハ
グ
ラ
ム
以
下
に
し

て
肥
満
解
消
す
る
だ
け
で
血
圧
の

薬
を
飲
ま
な
く
て
良
く
な
る
人
が

あ
り
ま
す
の
で
試
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。
な
ん
と
も
な
く
て
も
年
に
一
回

は
胸
部
Ｘ
線
写
真
と
心
電
図
を

と
っ
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。
高
血

圧
の
影
に
は
心
臓
の
病
気
が
隠
れ

て
い
る
と
き
が
あ
り
ま
す
。
心
臓

の
大
き
さ
、
形
、
虚
血
性
変
化
が

な
い
か
な
ど
を
確
認
し
て
も
ら
っ

て
く
だ
さ
い
。
（
検
診
だ
け
で
は

だ
め
で
す
）

糖
尿
病
を
合
併
し
て
い
た
り
、

脈
が
遅
い
人
二

咼
齢
者
、
腎
機
能

肝
機
能
が
低
下
し
て
い
る
人
な
ど

に
よ
っ
て
薬
が
変
わ
り
ま
す
か

今月の休診日

１１日 第２火曜日

２５日 第４火曜日

＝佐井診療所＝



ら
、
ほ
か
の
病
院
で
治
療
を
受
け

て
い
る
人
は
正
直
に
教
え
て
く
だ

さ
い
。
空
咳
が
続
く
、
顔
の
ほ
て
り
は

よ
く
知
ら
な
い
で
い
る
高
血
圧
薬

の
副
作
用
で
す
。
薬
を
変
え
て
も

ら
う
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

③

大

き

な

手

術

を

し

て

い

る

人

三
ヵ
月
に
一
回
程
度
の
採
血
が

必
要
で
し
ょ
う
。
特
に
手
術
後
五

年
間
は
採
血
を
続
け
た
方
が
い
い

で
し
ょ
う
。
再
発
を
調
べ
る
の
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
胃
の
手
術
を

受
け
た
人
は
貧
血
に
な
り
や
す
い

の
で
貧
血
も
調
べ
て
も
ら
う
こ
と

が
重
要
で
す
。

少
な
く
と
も
一
年
に
一
回
、
超

音
波
検
査
、
胃
カ
メ
ラ
を
受
け
れ

ば
理
想
的
で
す
。
肝
臓
に
影
が
な

い
か
、
手
術
の
吻
合
部
に
変
化
は

な
い
か
を
調
べ
る
わ
け
で
す
。

便
や
ガ
ス
の
出
が
悪
い
人
は
腸

閉
塞
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す

の
で
、
整
腸
剤
を
処
方
し
て
も

ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

④

ウ

イ

ル

ス

性

肝

炎

三

ヵ
月

に

一
回

の
採

血

で

肝

機

能

検

査

を

し

て

も

ら

い

ま

し

ょ

う

。

一
年

に

一
回

は

超

音

波

で

肝

臓
を

診

て
も

ら

っ

て
く

だ

さ

い
。

運

悪

く

肝

硬

変

に

な

っ

て

し

ま

っ

た
人

は

半

年

に

一
回

の
Ｃ

Ｔ

検

査

、
三

ヵ
月

に

一
回

の
超

音

波

検

査

、

一
年

に

一
回

の
胃

カ

メ
ラ

を
受

け

る

の

が
理

想

的

で
す

。
胃

カ

メ

ラ

は
食

道

静

脈

瘤

を

調

べ

る

た

め

で

す

。

⑤

胆

石

症
（

胆

嚢

結

石

症

）

胆

嚢

ガ

ン

の

六

割

に

胆

石

が

あ

っ

た
と

の
こ

と

で

、

胆

石

症

が

胆

嚢

ガ

ン

の
原

因

と

な

り

う

る
と

い
う

の
は
異
論
の
な
い
と
こ

ろ
で
す
。

か
と

い

っ

て
、

胆

石

が
あ

れ
ば

全

例

手

術

す

る

べ
き

か
ど

う

か

は

難

し

い
と

こ

ろ
で

す

。
確

か

に

胆

嚢
炎

を

起

こ

す

前

に

手

術

す

れ
ば

手

術

も
楽

で
傷

も

小

さ

い
し

、

入

院
も

少

な
く

て
す

む

の
で

す

が
。

胆

石

が

あ

る
人

は

、

手

術

の
可

能

性

を
頭

に
入

れ
な

が
ら

一

年

に

一

回

の

超

音

波

検

査

を

受

け

ま

し

ょ
う

。

ガ

ン
で

な

い
限

り

、

症

状

が

な

い
状

態

で

手

術

す

る

か
ど

う

か

は
医

者

が
決

め

る

の
で

は

な

く

、
患

者

さ

ん

が

決

め

る

こ

と

で

す

。

成

分

献

血

に

ご

協

力

を
１・

今

月

、

成

分

献

血

を
次

の

と

お

り

行

い
ま

す

。

成

分

献

血

は

、

郭
］
㎡
、

４００

ぶ

な

ど

の
全

血

と

は

ち

が
っ

て

、

赤

血

球

、

血

小

板

な

ど

の

血

液

成

分

ご
と

に

分

離

し

て

必
要

度

の
高

い
成

分

だ

け

を

採

血

す

る

方

法

で

す

。

現

在

で

は

成

分

だ

け

を

輸

血

す

る
方
法

が
主

流

と

な

っ
て

い
ま

す

。

こ

の

機
会

に

成

分

献

血

に

ご
協

力

を

お
願

い

し

ま

す

。

ご
希

望

さ

れ

る
方

は

、

早

め

に

住

所

、

氏

名

、

電

話
番

号

、

希
望
さ
れ
る
時
間
を
連
絡
く
だ
さ

い
。
な
お
、
採
血
は
一
人
約
四
十

五
分
か
か
り
ま
す
の
で
、
時
間
の

都
合
に
よ
り
先
着
二
十
名
（
四
十

五
分
で
四
名
）
と
な
り
ま
す
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

実
施
日

六
月
二
十
七
日
（
木
）

実
施
場
所

津
軽
海
峡
文
化
館

テ

ル
サ
ス
）

実
施
時
間

①
９
時
３０
分
～
１０
時
１５
分

②
１０
時
１５
分
～
１１
時

③
１１
時

～
１１
時
４５
分

④
１３
時

～
１３
時
４５
分

⑤
１３
時
４５
分
～
１４
時
３０
分

⑥
１４
時
３０
分
～
１５
時
１５
分

問
い
合
せ

役
場
住
民
福
祉

課
保
健
衛
生
係
ま
で

三
八
－

二
一
一
一

外
国
人
の
不
法
滞
在
、
不
法
就
労
等
に
ご
協
力
を
１・

大
間
警
察
署

近
年
、
我
が
国
と
周
辺
諸
国

と
の
経
済
格
差
等
を
背
景
に
、

就
労
等
を
目
的
に
入
国
す
る
外

国
人
が
増
加
し
て
い
ま
す
が
、

そ
の
う
ち
の
相
当
数
が
不
法
残

留
者
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
大
部
分
は
、
不
法

就
労
を
目
的
と
し
て
我
が
国
に

入
国
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
が
不
法
滞
在
者
に
つ
い

て
は
、
外
国
人
登
録
を
せ
ず
に

住
居
や
就
労
先
を
転
々
と
変
え

る
傾
向
が
み
ら
れ
る
た
め
、
そ

の
実
態
の
把
握
が
極
め
て
困
難
な

状
況
に
あ
り
ま
す
。

一
方
、
不
法
滞
在
者
に
よ
る
犯

罪
は
多
発
傾
向
に
あ
り
犯
罪
情
勢

に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る

現
状
を
示
し
て
い
ま
す
。

不
法
就
労
と
は
、
来
日
外
国
人

が
、
・
資
格
外
活
動
の
許
可
を
受
け
ず

に
就
労
す
る
こ
と

・
滞
在
期
間
が
切
れ
た
後
も
滞
在

し
て
就
労
す
る
こ
と

・
不
法
に
入
国
し
て
就
労
す
る
こ

な
ど
を
い
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら

の
人
を
雇
っ
た
り
、
事
業
所
等

に
斡
旋
し
た
場
合
も
不
法
就
労

助
長
罪
（
入
管
法
違
反
）
と
し

て
処
罰
さ
れ
ま
す
。

住
み
良
い
社
会
を
つ
く
る
た
め

に
、
警
察
で
は
関
係
機
関
と
の

連
携
を
強
化
し
て
、
不
法
滞
在

や
不
法
就
労
の
防
止
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。
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役場 農林水産課

技師補

奥 本 ・治 彦

佐井村の漁業発展のた

めに一生懸命頑張りた

いと思います。よろし
くお願いします。

満１鑼を迎えるメンコちゃん大募集！

・インフォメーションＳＡＩでは、我が家のメンコちゃんを

募集しています。１歳を迎える１ヵ月前の１５日までに下記

までご連絡ください。なお、写真がない場合も手配します。

・役場 企画調整課 広報担当まで 電話３８－２１１１

おわびと訂正

・広報さい５月号の紙面上で下記の部

分に誤りがありましたので訂正してお

わびします。

記

・２Ｐ２段４行目約二十人→約百二十人

・１３Ｐ２段５行目がが→らが

・１３Ｐ４段１０行目大間→大町

・１８Ｐ４段４行目

大畑 伶→大畑 怜

「
ラ
ブ
リ
ー
さ
い
」
会
員
を

募
集
し
て
い
ま
す

遠
く
離
れ
て
暮
ら
し
て
お
ら
れ

る
方
々
、
村

に
ゆ
か
り

の
あ
る

方
々
、
ふ
る
さ
と
の
味
を
楽
し
み

た
い
方
々
か
ら
会
員
を
募
り
、「
ラ

ブ
リ
ー
さ
い
」
販
売
事
業
と
し
て

ス
タ
ー
ト
し
て
十
二
年
目
を
迎
え

ま
す
。
昨
年
度
は
、
北
は
北
海
道
か
ら

南
は
九
州
ま
で
、
会
員
数
二
百
六

十
余
名
を
確
保
し
ま
し
た
。

全
国
的
に
大
き
な
反
響
を
呼
ん
で

お
り
、
会
員
の
方
々
か
ら
喜
び
の

手
紙
が
た
く
さ
ん
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
あ
な
た
の
、
お
子
さ
ん
や
兄
弟
、

親
戚
、
知
人
の
方
で
紹
介

い
た
だ

け
る
方
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
あ
な
た
が
会
員
と
な
っ

て
、
親
戚
、
知
人
の
方
へ
お
届
け

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

多
数
の
申
し
込
み
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

▼
会
員
に
な
り
た
い
方
は

趣
旨
に
賛
同
さ
れ
る
方
で
あ

れ
ば
ど
な
た
で
も
な
れ
ま
す
。

会
費
は
年
二
万
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。
（
一
回
七
千
円
、
二

回
一
万
四
千
円
も
受
け
付
け
ま

す
）

▼
会
員
に
な
ら
れ
た
方
へ
は

①
「
ラ
ブ
リ
ー
さ
い
」
の
会
員

証
を
お
送
り
し
ま
す
。
（
会
員

に
よ
る
割
引
の
特
典
が
あ
り
ま

す
）
②
年
三
回
（
六
月
、
九
月
、
十

二
月
）
会
費
に
見
合
う
村
の
特

産
物
を
お
送
り
し
ま
す
。

③
村
の
情
報
を
お
送
り
し
ま
す
。

④
単
品
の
販
売
を
し
ま
す
。

○
ひ
ば
製
品

（
石
鹸
・
ホ
ッ
ト
バ

ス
他
）
も
取
扱
い
し
て
い
ま
す
。

村
民
の
み
な
さ
ん
に
は
村
民
価

格
に
て
販
売
し
ま
す
の
で
、
ど

う

ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
み
・
問

い
合
せ
先

「
ラ
ブ
リ
ー
さ
い
」
販
売
事
業

協
議
会
事
務
局

佐
井
定
期
観
光
㈱
内

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
三
八
）
二
二
五
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
三
八
）
四
五
二
五

戸

籍

の

窓

口
５
月
１５
日
現
在

●
ご
結
婚
お
め
で
と
う

佐
藤

実

原

田

（
加
藤

綾
子

原

田

●
お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

金
沢

キ
ヌ
ニ

夫
）

古
佐
井

坂
井

み
わ
（
義
美
）

福

浦

※
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
尊

重
す
る
意
味
で
掲
載
し
て
ほ
し

く
な
い
方
は
、
届
出
の
際
、
係

に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

佐 井 村 の 人 口

４月３０日現在

男 １，６９７（ ７）

女 １，７ １３（△ ２）

計 ３ ，４ １０（ ５）

世帯 数 １，１１０（ ２０）

∩内は前月比
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